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特
集
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
地
球
環
境
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
・
②

地
球
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
潮
流
へ
の
挑
戦

米
村
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は
じ
め
に

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
中
間
報
告
総
論
の
概
要

　
国
内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
高
い
伸
び
、
地

球
環
境
問
題
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
総
合
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
は
、
昨
年
六
月
、
十
四
年
ぶ
り
に
総

合
部
会
を
開
催
し
、
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
の

改
定
（
前
回
は
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
策
定
）
を
含
む

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
全
面
的
見
直
し
に
着
手
し
た
。
そ

れ
以
降
、
需
給
部
会
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、
石
油
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
、
原
子
力
部
会
、
石
炭
部
会
の
五

部
会
及
び
そ
の
下
に
六
小
委
員
会
を
設
け
、
合
計
約
五

十
回
、
百
時
間
を
超
え
る
膨
大
な
審
議
を
重
ね
、
本
年

六
月
、
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

は
じ
め
に

一
－
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

ニ
ー
状
況
変
化
へ
の
対
応

三
―
我
が
国
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望

お
わ
り
に

給
湯
ニ
ー
ズ
の
増
大
、
多
機
能
・
高
性
能
な
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
の
増
大
、
生
活
関
連
社
会
資
本
へ
の

ニ
し
ス
の
増
大
等
を
通
し
て
、
家
庭
、
業
務
（
事
務
所

ビ
ル
、
卸
小
売
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
）
、
運
輸
（
特
に
旅

客
）
の
各
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
を
招
来
す

る
。

　
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
は
、
家
庭
部
門
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
、
他
の
先
進
国
に
比
べ
少
な
い
こ

と
等
か
ら
見
て
も
、
必
然
的
傾
向
で
あ
る
。

　
一
方
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
国
民
生
活
の
向
上
に
対
応

す
る
企
業
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

伴
う
。

　
更
に
、
石
油
危
機
以
降
、
実
施
さ
れ
た
産
業
部
門
の
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①
－
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら
見
た
今
後
の
状
況

　
国
民
生
活
に
お
け
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
の
追
及

は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
二
ー
ズ
の
一
層
の
高

ま
り
を
通
し
て
、
民
生
部
門
を
中
心
に
、
産
業
部

門
及
び
運
輸
部
門
に
お
い
て
も
、
我
が
国
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
増
大
を
招
来
す
る
。

　
生
活
者
と
し
て
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
の
追
及
は
、
生

活
空
間
（
住
宅
及
び
オ
フ
ィ
ス
）
の
拡
大
、
冷
暖
房
・
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相
当
徹
底
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
既
に
相
当
効
率

化
し
て
い
る
た
め
、
更
な
る
省
エ
ネ
は
そ
の
余
地
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
産
業
、
業
務
、
運
輸
（
特
に
貨
物
）

の
各
部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
着
実
に
増
大

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

②
－
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
見
た
今
後
の
状
況

ア
資
源
制
約
の
顕
在
化

　
世
界
に
お
け
る
石
油
供
給
力
の
拡
大
努
力
及
び

石
油
消
費
国
に
お
け
る
需
要
抑
制
努
力
が
不
十
分

な
場
合
に
は
、
石
油
需
給
は
、
世
界
的
に
九
〇
年

代
半
ば
に
も
逼
迫
化
す
る
と
と
も
に
、
供
給
の
不

安
定
化
、
価
格
の
大
幅
な
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
長
期
的
な
趨
勢
と
し
て
は
、
石
油
価
格
は

上
昇
す
る
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
急
速
な
経
済
発
展
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
途
上
国
を
中
心
に
、
今
後
と
も
構
造
的

に
増
大
傾
向
が
継
続
す
る
。

　
他
方
、
石
油
供
給
に
つ
い
て
は
、
北
海
、
北
米
等
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
地
域
で
の
減
産
、
多
く
の
産
油
国
で
の
供
給
余

力
の
縮
小
等
に
よ
り
、
世
界
的
に
供
給
力
は
減
退
し
て

い
く
。
同
時
に
、
一
部
の
中
東
諸
国
等
へ
の
依
存
度
が

漸
増
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
ソ
連
、
東
欧
諸
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
変
動
が
、
国
際
石
油
需
給
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
注

視
が
必
要
で
あ
る
。

イ
環
境
問
題
の
高
ま
り

　
地
球
環
境
問
題
、
中
で
も
地
球
温
暖
化
問
題
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
ま

た
、
世
界
の
人
間
活
動
と
地
球
環
境
保
全
と
の
両

立
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
極
め

て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
近
年
国
際
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
地

球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
、
温
室
効
果
の
約
五
割
が

Ｃ
０
。
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
約
八
割
が
、

石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
燃
焼

が
原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
は
、
科
学
的
に
は
未
解
明
な
部
分
が

多
い
も
の
の
、
想
定
さ
れ
る
影
響
が
甚
大
で
あ
る
た
め
、

対
応
の
遅
れ
は
許
さ
れ
な
い
。
同
時
に
、
Ｃ
０
。
の
発

生
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
宗
（
約
九
割
）
を

占
め
る
化
石
燃
料
の
消
費
等
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
世
界

全
体
の
生
活
や
経
済
活
動
の
根
幹
に
も
関
わ
る
重
大
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
え
な
い
。

　
現
在
一
Ｃ
０
。
固
定
化
技
術
な
ど
本
問
題
を
直
接
解

決
し
得
る
技
術
は
未
だ
開
発
段
階
に
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
原
因
物
質
の
排
出
規
制
等
従
来
型
の
手
法
の
適
用

に
際
し
て
は
極
め
て
大
き
な
代
償
が
不
可
避
で
あ
る
。

　
本
問
題
へ
の
対
策
の
態
様
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
先

進
国
経
済
の
停
滞
を
通
じ
て
、
世
界
全
体
の
活
動
が
縮

小
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
、
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
あ
る
。

ウ
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
と
国
際
的

　
ウ
エ
ー
ト
の
高
ま
り

　
我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
動
向
は
、
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と

も
に
、
逆
に
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
が
我
が

国
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
与
え
る
影
響
も
甚
大
で
あ

る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
い
て
、
世
界
の
中
で
の
我
が

国
の
ウ
エ
ー
ト
は
増
大
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が

国
は
、
世
界
第
四
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
国
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
輸
出
入
の
ネ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
、
世

界
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
国
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
０
2

の
排
出
に
つ
い
て
は
、
第
四
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
対
外
依
存
度
は

約
八
〇
％
と
非
常
に
高
く
、
極
め
て
脆
弱
な
供
給
構
造

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

ニ
ー
状
況
変
化
へ
の
対
応
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今
後
、
増
大
の
見
込
ま
れ
る
需
要
に
対
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
即
ち
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
そ

の
際
、
我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
と
の
認
識
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
し
て
は
、
持
続

的
な
経
済
発
展
を
確
保
し
つ
つ
、
人
間
活
動
と
地

球
環
境
保
全
の
両
立
を
図
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
お
い
て
も
、
最
大
限
の
対
応
が
必
要
と
な

る
。

　
さ
ら
に
、
我
が
国
の
国
際
的
責
務
と
し
て
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
地
球

環
境
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
、
積
極
的
な
国
際
貢

献
を
行
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
を
最
大
限
抑
制
し
、
石

油
依
存
度
の
低
減
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
依

存
度
の
向
上
を
図
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
を

実
現
す
る
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
国

際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
と
の
基

本
的
方
向
に
の
っ
と
り
、
総
合
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
抜
本
的
に
強
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況

及
び
我
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
の
国
民

及
び
各
国
の
理
解
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
人
間
活
動
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
国

民
的
規
模
で
の
論
議
等
を
喚
起
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

①
－
徹
底
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
効
率
化
す
る

　
　
た
め
に

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
化
の
対
象
を
、
供
給
段

階
か
ら
最
終
消
費
段
階
に
至
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ

ス
テ
ム
全
体
、
更
に
は
社
会
シ
ス
テ
ム
に
ま
で
拡

大
し
、
各
部
門
、
部
門
相
互
間
に
お
い
て
フ
ン
ス

テ
ム
化
」
に
よ
る
利
用
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
等

に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
抜
本
的
に
強
化

す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
創
造
、
あ
る
い
は
「
地
球
に
対
す
る
お
も

い
や
り
」
の
あ
る
行
動
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も

の
へ
転
換
し
、
国
民
意
識
の
高
揚
を
促
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　
「
シ
ス
テ
ム
化
」
等
に
よ
る
対
応
と
し
て
は
、
具
体

的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

・
都
市
等
に
お
け
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
河
川
水
、

　
下
水
、
ゴ
ミ
処
理
場
等
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
）

　
の
活
用
に
よ
る
地
域
熱
供
給
の
抜
本
的
導
入

・
燃
料
電
池
等
を
活
用
し
た
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
の
積

　
極
的
導
入

・
高
性
能
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
に
よ
る
建
物
内
の
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
利
用
効
率
化
の
徹
底

・
古
紙
、
再
生
紙
の
有
効
利
用
等
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

　
推
進

　
更
に
、
個
別
分
野
に
お
け
る
対
応
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
生
産
工
程
に
お
け
る
省
エ
ネ
設
備
及
び
省
エ
ネ
型
プ

　
ロ
セ
ス
の
導
入
促
進

・
住
宅
の
断
熱
化
の
一
層
の
推
進

・
イ
ン
バ
ー
タ
ー
蛍
光
灯
等
省
エ
ネ
型
民
生
用
機
器
の

　
普
及
・
開
発
の
促
進

・
乗
用
自
動
車
の
燃
費
改
善
等

・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
の
開
発
・
導
入
等
発

　
電
効
率
の
向
上

＠
－
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
を
構
築
す
る

　
　
た
め
に

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
石

油
依
存
度
の
低
減
を
目
指
す
と
同
時
に
、
非
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
原
子
力
、
新
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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ギ
ー
）
へ
の
依
存
を
高
め
た
構
造
を
実
現
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
個
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
の
導
入
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
。

ア
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
、
風
力
等
）

　
賦
存
量
が
莫
大
で
あ
り
、
Ｃ
０
2
等
の
環
境
負
荷
の

点
で
優
位
で
あ
る
た
め
、
最
大
限
の
導
入
を
図
る
べ
き

で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、

供
給
量
が
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
イ
ニ
シ
ア

ル
コ
ス
ト
が
高
く
石
油
等
に
比
べ
て
価
格
が
経
済
的
で

な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
の
導
入
量

（
以
下
同
じ
）
に
は
一
定
の
制
約
が
あ
る
。
技
術
開
発

等
に
よ
る
経
済
性
の
改
善
等
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

イ
水
力
・
地
熱

　
供
給
安
定
性
に
は
ほ
と
ん
ど
問
題
が
な
く
、
Ｃ
Ｏ
2

等
の
環
境
負
荷
の
点
で
優
位
で
あ
る
た
め
、
自
然
環
境

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
最
大
限
の
導
入
を
図
る
。
一

方
、
一
地
点
の
規
模
を
考
え
れ
ば
、
導
入
量
に
は
、
一

定
の
制
約
が
あ
る
。
立
地
可
能
地
点
の
拡
大
等
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
。

ウ
原
子
力

　
供
給
安
定
性
及
び
経
済
性
に
優
れ
、
Ｃ
Ｏ
2
等
の
環

境
負
荷
の
点
で
優
位
で
あ
る
た
め
、
高
い
技
術
力
を
有

す
る
先
進
国
と
し
て
、
最
大
限
の
導
入
努
力
が
重
要
で

あ
る
。
一
方
、
そ
の
導
入
は
住
民
の
理
解
を
図
り
つ
つ

　
進
め
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
最
近
の
反
原
発
運
動

　
の
高
ま
り
、
原
発
立
地
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
長
さ
に
鑑

　
み
れ
ば
、
導
入
量
に
は
一
定
の
制
約
を
認
め
ざ
る
を
え

　
な
い
。
今
後
は
、
安
全
確
保
対
策
、
立
地
促
進
策
、
バ
ッ

　
ク
ェ
ン
ド
対
策
、
広
報
対
策
の
強
化
等
が
課
題
で
あ
る
。

　
エ
天
然
ガ
ス

　
　
供
給
安
定
性
は
相
対
的
に
高
く
、
Ｃ
０
2
排
出
に
お

　
い
て
は
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
中
で
優
位
に
あ
る

　
（
燃
焼
時
概
ね
石
炭
一
石
油
‥
天
然
ガ
ス
＝
1
0
:
８
:

　
６
）
こ
と
か
ら
、
導
入
推
進
が
適
当
で
あ
る
。
一
方
、

　
価
格
上
昇
の
懸
念
、
液
化
に
伴
う
高
コ
ス
ト
等
か
ら
、

急
速
ま
た
は
大
幅
な
導
入
量
の
増
大
に
は
制
約
が
あ
る
。

　
経
済
性
の
改
善
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
環
境
の
整
備
、
天
然
ガ

　
ス
開
発
の
推
進
等
が
課
題
と
な
る
。

　
オ
石
炭

　
　
供
給
安
定
性
は
非
常
に
高
く
、
経
済
性
も
優
位
に
あ

　
る
も
の
の
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
に
お
い
て
最
も
劣
位
に
あ
る

　
こ
と
か
ら
、
導
入
量
の
大
幅
な
増
大
は
困
難
で
あ
る
。

　
熱
効
率
の
高
い
複
合
サ
イ
ク
ル
発
電
技
術
等
の
開
発
推

　
進
及
び
早
期
実
用
化
が
課
題
と
な
ろ
う
。

　
カ
石
油

　
　
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
世

　
界
石
油
需
給
の
安
定
化
等
の
た
め
、
引
き
続
き
依
存
度

　
低
減
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
代
替
性
の
な
い

　
用
途
（
輸
送
用
燃
料
、
石
油
化
学
用
原
料
等
）
が
依
然

　
大
き
い
た
め
、
将
来
に
お
い
て
も
相
当
程
度
の
依
存
が

見
込
ま
れ
、
安
定
供
給
確
保
の
た
め
の
一
層
の
努
力
を

必
要
と
す
る
。
我
が
国
と
産
油
国
と
の
友
好
・
協
力
関

係
の
強
化
等
の
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

キ
転
換
部
門

　
電
力
及
び
都
市
ガ
ス
ヘ
の
需
要
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
電
力
負
荷
平
準
化
に
資
す
る
技
術
開
発
、
消
費
機

器
の
開
発
・
普
及
、
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
等
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
電
力
供
給
を
確
保
す
る

た
め
に
、
系
統
連
系
の
強
化
等
に
よ
る
広
域
運
営
の
拡

大
及
び
電
力
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
。

③
－
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
国
際
協
力
の
積
極
的

　
　
な
推
進
を
目
指
し
て

　
石
油
大
消
費
国
・
大
輸
入
国
と
し
て
、
産
油
国

と
の
間
で
資
源
開
発
に
か
か
わ
る
協
力
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
先
進
国
を
対
象
に
政
策
協
調
等
を

展
開
す
る
。
ま
た
、
途
上
国
に
対
し
て
は
、
各
種

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
を
通
じ
て
経
済
発
展
・
民
生
向

上
の
基
盤
整
備
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
産
油
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
世
界
の
石
油
需
給

の
安
定
が
産
油
国
、
消
費
国
双
方
の
利
益
に
な
る
と
の

共
通
認
識
の
形
成
に
努
め
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
友

好
・
協
力
関
係
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

14
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先
進
国
と
の
間
で
は
、
資
源
及
び
環
境
制
約
と
い
う

世
界
共
通
の
課
題
に
対
し
、
世
界
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
唱
及
び
実
施
、
共
同
研
究
開
発
、
人
材

交
流
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
協
調
に
お
い
て
、
我
が
国
は

主
導
的
な
役
割
を
展
開
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
途
上
国
等
に
対
し
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
よ
り
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進
等
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
必
要
性
に
関
す
る
共
通
の
認
識
の
形
成
に
努
め

る
と
も
に
、
相
手
国
の
政
治
、
社
会
、
自
然
等
の
状
況

に
合
致
し
た
人
材
養
成
、
技
術
移
転
、
資
金
面
等
で
の

協
力
を
体
系
的
に
推
進
し
て
い
く
。
特
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
い
て
、
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

一

三
一

我
が
国
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
及
び
地
球
環
境
問
題
へ

の
最
大
限
の
対
応
を
図
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
度

に
お
い
て
、
需
要
面
に
お
い
て
省
エ
ネ
目
標
一
一

％
の
実
現
、
供
給
構
成
に
お
い
て
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
を
目
指
す
。

　
本
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
は
、
今
後
の
長
期

に
わ
た
り
我
が
国
が
一
定
の
経
済
発
展
を
維
持
し
て
い

く
上
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
か
ら
重
大
な
制
約
を
生
じ
さ

せ
な
い
こ
と
、
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
関
し
規
制
的

措
置
を
導
入
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
政
府
・
民

間
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
こ

と
に
よ
り
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
標
と
し
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
関
心
が
著
し
く

高
ま
っ
て
お
り
、
本
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
内
外
に
お

け
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
本

問
題
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、
本
見
通
し
に
お
け

る
需
給
の
展
望
を
十
分
に
考
慮
し
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
、
急
激
な
内
外
情
勢
の
変
化
が
生
じ
た
場
合
、

例
え
ば
、
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
Ｃ
０
2
の
安
定

化
レ
ベ
ル
等
国
際
的
に
合
意
が
成
立
す
る
場
合
等
に
お

い
て
は
、
我
が
国
経
済
運
営
全
般
と
の
関
連
を
考
慮
し

つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
も
講
ず
べ
き
施
策
の
洗
い
直

し
を
含
め
、
需
給
の
内
容
に
つ
い
て
見
直
す
必
要
が
生

ず
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
巡
る
内
外
の
動
向
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
十
分

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
効
率
化
の
追
求
に
よ
り
、
一
一
％
の
省
エ
ネ

（
原
油
換
算
八
千
四
百
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。
Ｃ
０
2
削
減

量
六
千
二
百
万
ト
ン
（
一
九
八
八
年
度
Ｃ
０
2
総
排
出

実
績
の
約
二
割
に
相
当
）
）
の
実
現
を
目
標
と
す
る
。

　
供
給
構
造
に
お
い
て
は
、
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の

依
存
を
高
め
る
。
一
五
％
（
一
九
八
八
年
度
）
↓
二
七

％
（
二
〇
一
〇
年
度
）
。
原
油
換
算
で
七
千
八
百
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
、
そ
の
Ｃ
０
2
削
減
量
五
千
二
百
万
ト
ン

二
九
八
八
年
度
Ｃ
０
2
総
排
出
実
績
の
約
二
割
に
相

当
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
対
外
依
存

度
は
約
一
割
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
最
大
限
の
対
応

に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ
2
総
排
出
量
は
、
人
口
が
二
〇
〇
〇
年

度
ま
で
に
七
％
、
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
更
に
四
％
増

加
す
る
こ
と
、
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
は
各
種
対
策
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
度
ま

で
は
一
六
％
増
加
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
ほ
ぼ
安
定

化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
十
年
間
の
前
半
は
若
干

増
加
す
る
も
の
の
、
後
半
は
減
少
傾
向
に
転
じ
る
）
。

ま
た
、
我
が
国
一
人
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
、
二
・

四
ト
ン
か
ら
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
八
％
増
加
し
、
二
・

六
ト
ン
（
年
率
平
均
〇
・
七
％
、
八
三
～
八
八
年
度
の

年
率
平
均
一
・
四
％
）
程
度
と
な
る
も
の
の
、
そ
れ
以

降
減
少
し
二
〇
一
〇
年
度
に
は
二
・
五
ト
ン
（
二
〇
〇

〇
年
度
比
二
％
減
）
と
な
る
。
主
要
先
進
国
の
Ｃ
０
2

排
出
量
が
仮
に
現
在
量
を
維
持
す
る
と
し
て
も
、
一
部

（
フ
ラ
ン
ス
）
を
除
き
、
な
お
我
が
国
の
一
人
当
た
り

Ｃ
０
2
排
出
量
は
そ
れ
ら
を
下
回
る
。
更
に
、
Ｃ
Ｏ
2
固

定
化
・
有
効
利
用
技
術
等
の
実
用
化
及
び
導
入
に
よ
り
、

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
総
排
出
量
が
一
層
減
少
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
。
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表－１　長期エネルギー需給見通し
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表－2　エネルギー需要見通し（最終エネルギー消費）
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な
お
、
温
室
効
果
を
持
つ
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
二
〇
〇
〇

年
ま
で
に
フ
エ
し
ス
ア
ウ
ト
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ

2
と
総
合
す
れ
ば
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
二
〇
〇
〇
年
時

点
で
現
状
レ
ベ
ル
よ
り
約
三
割
減
で
ほ
ぼ
安
定
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
が
今
回
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
中
間
報
告
総
論
の
概
要
で
あ
る
。

　
最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
を
見
る
と
、
イ
ラ
ク
に
よ

る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
に
端
を
発
し
た
国
際
石
油
需
給
の

逼
迫
の
懸
念
や
、
猛
暑
に
よ
る
関
東
を
中
心
と
し
た
電

力
需
給
の
逼
迫
等
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
の

脆
弱
性
が
は
か
ら
ず
も
露
呈
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
本
報
告
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
経

済
大
国
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
大
国
で
も
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
の
生
活
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消
費
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う

な
石
油
を
中
心
と
し
た
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
消

費
は
現
在
、
望
む
べ
く
も
な
い
し
、
そ
う
し
た
状
況
を

期
待
し
た
経
済
運
営
は
こ
の
上
も
な
く
危
険
で
あ
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
題
と
い
う
の
は
古
く

て
新
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
最
近
は
新
た
に
、
化
石
燃

料
を
燃
焼
さ
せ
る
と
不
可
避
的
に
発
生
す
る
Ｃ
０
2
が

地
球
温
暖
化
問
題
と
い
う
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

問
題
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
等
幾
多
の
難
関
を
克

服
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る

べ
く
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
ま
さ
に
人
類
の
英
知
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

△
通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
宣
房
企
画
調
査
課

　
計
画
調
整
係
▽
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